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（公社）塩尻地域
シルバー人材センター

塩尻市大門四番町7番9号
TEL（0263）54−4567

第  121  号

令和８年4月15日
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令
和
７
年
度
地
区
懇
談
会
が
12
月
16
日

の
楢
川
地
区
か
ら
１
月
31
日
に
か
け
12
会

場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
塩
尻
市
役
所
健
康
づ
く
り
課
の

保
健
師
さ
ん
に
よ
る
健
康
講
話
が
あ
り
、

瀧
澤
理
事
長
の
挨
拶
に
続
き
事
務
局
よ
り

資
料
の
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
質
疑
応
答

で
は
地
区
ご
と
に
意
見
や
要
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
年
度
の
懇
談
会
へ
の
出
席
率
は
41
・

3
％
で
し
た
。

　

大
切
な
懇
談
会
で
す
。
都
合
を
つ
け
て

仲
間
と
の
懇
談
会
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

12
月
１
日
に
当
セ
ン

タ
ー
の
２
階
会
議
室
に

お
い
て
安
全
運
転
講

習
会
を
開
催
し
、16
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

　

塩
尻
警
察
署
交
通

課
に
よ
る
講
話
で
は
、

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
多
い
事
故
の
特
徴

や
注
意
点
を
学
び
ま
し
た
。

　

安
全
運
転
危
険
予
知
訓
練
、
歩
行
シ

ミ
ュ
レ
ー
タ
、
反
射
神
経
測
定
を
体
験

し
、
自
身
の
判
断
力
や
反
応
の
変
化
を

実
感
。
特
に
、
「
ま
だ
来
な
い
と
思
っ

た
車
が
意
外
に
早
く
到
達
す
る
」
事
に

驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

事
故
は
「
少
し
の
油
断
」
か
ら
起
こ

り
ま
す
。
過
信
せ
ず
確
認
を
徹
底
し
、

体
調
不
良
時
は
運
転
を
控
え
、
早
め
の

ラ
イ
ト
点
灯
や
反
射
材
着
用
も
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、

門
松
班
の
会
員
と
一

緒
に
、
組
立
て
作
業

を
興
味
深
く
、
楽
し

ん
で
い
ま
し
た
。
作

製
し
た
２
基
の
門
松

は
保
育
園
で
飾
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
月
16
日
、
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
し
る
ば
あ

（
女
性
部
会
）
企
画
で
、
女
性
会
員
の
新

規
入
会
や
、
現
会
員
の
交
流
を
目
的
と
し

て
料
理
講
習
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

蒟
蒻
芋
を
す
り
お
ろ
し
て
煮
詰
め
、
に

が
り
を
加
え
て
攪
拌
、
固
め
て
か
ら
茹
で

て
灰
汁
だ
し
ま
で
、
手
間
は
掛
か
り
ま
す

が
完
成
し
た
蒟
蒻
は
手
作
り
な
ら
で
は
の

ト
ロ
ト
ロ
感
で
と
て
も
好
評
で
し
た
。
他

に
サ
ツ
マ
イ
モ
ご
飯
、
人
参
し
り
し
り
、

生
春
巻
き
、
豚
汁
等
も
作
り
ま
し
た
。
た

く
さ
ん
の
料
理
と
お
し
ゃ
べ
り
で
、
心
も

体
も
満
足
し
た
一
日
で
し
た
。

　

続
け
て
欲
し
い
と
の
希
望
も
あ
り
ま
す

の
で
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い
企
画
を
提
案

し
、
女
性
会
員
の
交
流
を
深
め
て
い
け
た

ら
嬉
し
い
で
す
。

　

令
和
７
年
度
独
自
事
業
の
お
正
月
飾
り

の
製
作
を
、
門
松
班
15
名
で
11
月
よ
り
始

め
ま
し
た
。
門
松
３
３
１
基
、
玄
関
飾
り

を
95
セ
ッ
ト
と
、
今
年
度
も
た
く
さ
ん
の

注
文
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

会
員
の
皆
さ
ん
は
、
冷
た
い
風
が
吹
き

つ
け
る
中
で
も
、
一
つ
一
つ
を
丁
寧
に
整

え
、
心
を
込
め
て
仕
上
げ
て
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
に
は
塩
尻
市
役
所
と
朝
日
村

役
場
へ
門
松
を
寄
贈
し
ま
し
た
。

　

12
月
16
日
、
大
門

保
育
園
の
年
長
児

と
門
松
班
の
会
員
で
、

門
松
交
流
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
会
は
平

成
26
年
か
ら
10
年
以
上
続
け
て
い
ま
す
。

片丘地区片丘地区

広丘地区広丘地区

地
区
別
懇
談
会

手
作
り
コ
ン
ニ
ャ
ク
教
室

お
正
月
飾
り
製
作
・
販
売

大
門
保
育
園
と
門
松
作
り
交
流

安
全
運
転
講
習
会
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

賠
償
責
任
保
険
の
免
責
金
額
が

変
わ
り
ま
す

　

近
年
、
全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

で
も
多
く
の
損
害
賠
償
保
険
に
係
る
事
故

が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
除
草
作
業

中
の
飛
び
石
事
故
が
多
発
し
、
賠
償
金
額

も
高
額
と
な
っ
て
お
り
、
団
体
保
険
の
財

政
が
ひ
っ
迫
し
て
い
る
状
況
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
当
セ
ン

タ
ー
で
も
保
険
料
の
値
上
げ
や
免
責
金
額

の
増
額
が
避
け
ら
れ
な
い

事
と
な
り
ま
し
た
。
つ
き

ま
し
て
は
、
令
和
８
年
４

月
１
日
か
ら
草
刈
り
機
を

使
用
し
た
草
刈
り
作
業
に

限
り
下
記
の
通
り
変
更
と

な
り
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

　

※
会
員
（
作
業
班
等
）

の
負
担
金
額
に
つ
き
ま
し

て
は
、
理
事
会
で
決
定
さ

れ
ま
し
た
。
詳
細
は
職
群

班
長
・
責
任
者
に
伝
達
し

ま
し
た
の
で

ご
確
認
下
さ

い
。

【 免責額の変更 】
現行10,000円　➡　変更後50,000円

　この計画は、令和８年度から令和12年度までの5カ年とし、顕在化してきている課題などを踏まえ、
今後の事業展開の基本的な方向を示し、具体的な取り組みや目標を明らかにし、地域社会において魅力
あるセンターづくりを目指すため策定しました。
　今後、この計画を着実に実行していくため、役員、会員及び職員が一丸となって積極的な事業運営を
図る必要がありますので、会員皆様のさらなるご支援、ご協力をよろしくお願いいたします。
　なお、第6次中期計画の冊子は、令和8年度総会資料に同封させていただきますので、ご覧ください。

第 6次中期計画を策定しました
（令和 8年度～令和 12年度の５カ年計画）

《テーマ》
～地域社会の期待に応える　魅力あるシルバー人材センターをめざして～　人がつながる。生きがい見つかる。

・包丁450円　・出刃包丁550円　・草刈鎌380円　・刈込み鋏（柄つき）700円　・剪定鋏500円
・その他の刃物　別途ご相談（刃こぼれ直し 250円　錆び取り200円）

定例開催　シルバー事務所
開催日：４月から11月までの
　　　　原則、第２と第４月曜日

受付窓口：
　塩尻地域シルバー人材センター事務所
　（下大門信号から平出遺跡方面に向かい左側すぐ）
受付時間：午前８時30分～11時

令和８年
 4月 13日㈪・27日㈪
 5月 11日㈪・25日㈪
 6月 8日㈪・22日㈪
 7月 13日㈪・27日㈪
 8月 10日㈪・24日㈪
 9月 14日㈪・28日㈪
 10月 13日㈫・26日㈪
 11月 9日㈪・30日㈪

地区開催　各地区出張
開催日・場所　

受付時間：午前８時30分～11時
最終の受渡し：正午を超える場合は、
　　シルバー事務所で保管します。

お問い合わせは：電話 54-4567 公益社団法人塩尻地域シルバー人材センター 塩尻市大門四番町7番9号

令和８年
 4月 21日㈫ 塩尻市広丘支所
   「えんてらす」
 5月 2日㈯ JA新鮮市場ききょう
 6月 2日㈫ 朝日村中央公民館
 8月 18日㈫ 塩尻市吉田支所
 9月 8日㈫ 朝日村中央公民館
 10月 17日㈯ 塩尻東地区センター
  （文化祭に合わせ9:30～14:00）

（年内最終回）

当シルバー人材センターのホームページでも
案内されています。右のQRコードにかざして
いただくとTOPページから参照できます。

➡

注）外部開催は予定のため変更もあり
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昨
夏
は
物
凄
い
暑
さ
に
閉
口
し
た
。

　

昨
夏
は
物
凄
い
暑
さ
に
閉
口
し
た
。

浅
は
か
な
素
人
の
考
え
で
、
今
冬
は
暖

浅
は
か
な
素
人
の
考
え
で
、
今
冬
は
暖

冬
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
た
が
、

冬
に
な
る
の
で
は
と
思
っ
て
い
た
が
、

三
重
大
学
教
授
が
夏
に
言
っ
て
い
た
。

三
重
大
学
教
授
が
夏
に
言
っ
て
い
た
。

「
今
冬
は
豪
雪
に
な
り
ま
す
よ
。
北
極

「
今
冬
は
豪
雪
に
な
り
ま
す
よ
。
北
極

圏
の
氷
が
融
け
る
そ
の
影
響
で
偏
西
風

圏
の
氷
が
融
け
る
そ
の
影
響
で
偏
西
風

の
蛇
行
に
よ
る
結
果
が
…
」
大
当
た
り

の
蛇
行
に
よ
る
結
果
が
…
」
大
当
た
り

で
し
た
。
日
本
海
側
は
記
録
的
な
豪
雪

で
し
た
。
日
本
海
側
は
記
録
的
な
豪
雪

に
見
舞
わ
れ
、
逆
に
太
平
洋
側
は
水
不

に
見
舞
わ
れ
、
逆
に
太
平
洋
側
は
水
不

足
、
各
地
の
ダ
ム
で
渇
水
の
恐
れ
が
高

足
、
各
地
の
ダ
ム
で
渇
水
の
恐
れ
が
高

ま
っ
て
い
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

ま
っ
て
い
た
。
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気

候
変
動
が
確
実
に
押
寄
せ
て
い
る
。

候
変
動
が
確
実
に
押
寄
せ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
円
安
に
株
高
、
物
価
高
騰

　

さ
ら
に
、
円
安
に
株
高
、
物
価
高
騰

に
家
計
は
悲
鳴
、
特
に
年
金
受
給
者
と

に
家
計
は
悲
鳴
、
特
に
年
金
受
給
者
と

貧
困
層
は
打
つ
手
が
な
い
。
抗
う
術
も

貧
困
層
は
打
つ
手
が
な
い
。
抗
う
術
も

な
い
。
出
生
率
は
下
が
り
っ
ぱ
な
し
で

な
い
。
出
生
率
は
下
が
り
っ
ぱ
な
し
で

対
策
な
ん
て
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

対
策
な
ん
て
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

江
戸
時
代
の
人
口
三
千
万
人
、
殆
ど
が

江
戸
時
代
の
人
口
三
千
万
人
、
殆
ど
が

農
民
、
自
給
自
足
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

農
民
、
自
給
自
足
で
楽
し
く
暮
ら
し
て

い
た
ら
し
い
。
日
本
国
は
こ
の
先
ど
う

い
た
ら
し
い
。
日
本
国
は
こ
の
先
ど
う

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。

な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
。編

集
委
員

編
集
委
員

中
嶋　

勝
義

中
嶋　

勝
義

宮
尾　

國
春

宮
尾　

國
春

小
林
ま
ち
子

小
林
ま
ち
子

横
山　

真
一

横
山　

真
一

青
木　

弘
貴

青
木　

弘
貴

　
　
　
　
　
　

の
登
録
は
お
済
み
で
す

か
？

　

令
和
７
年
４
月
か
ら
チ
ラ
シ
な
ど
の
配

布
物
や
配
分
金
明
細
書
は
、

で
送
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

を
登
録
さ
れ
て
い
な
い

会
員
は
ぜ
ひ
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

派
遣

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

川　

村　
　
　

豊

　

シ
ル
バ
ー
の
お
仕
事
を
通
じ
て
、
地
域

に
貢
献
を
さ
れ
て
こ
ら
れ
た
会
員
の
み
な

さ
ま
。
み
な
さ
ま
の
豊
富
な
知
識
・
経
験

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
お
役
に
立

て
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

会
員
委
託
料
（
配
分
金
）
の
振
込
日
は

次
の
通
り
で
す
。

　
　

４
月
15
日
㈬　
　

７
月
15
日
㈬

　
　

５
月
15
日
㈮　
　

８
月
17
日
㈪

　
　

６
月
15
日
㈪　
　

９
月
15
日
㈫

＊
派
遣
給
与
は
月
末
の
銀
行
営
業
日
に
振

込
と
な
り
ま
す
。

◎
６
月
振
込
（
５
月
分
）
会
員
委
託
料
か

ら
、
令
和
８
年
度
の
会
費
を
天
引
き
致

し
ま
す
。

　

会
費
に
満
た
な
い
会
員
委
託
料
金
額
の

方
や
未
就
業
の
方
、
派
遣
給
与
の
み
の
方

は
銀
行
振
込
用
紙
の
つ
い
た
「
会
費
納
付

依
頼
書
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
お
手
元
に

届
き
ま
し
た
ら
銀
行
振
り
込
み
か
事
務
所

へ
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
や
自
動
引
き
落
と
し
で
は
な

い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

加　

藤　

壽　

子	

（
大
門
１
班
）

髙　

木　

裕　

子	

（
大
門
２
班
）

野　

口　

秀　

子	
（
大
門
２
班
）

生　

田　

光　

昭	
（
大
門
３
班
）

塚　

田　

香
美
枝	
（
広
丘
１
班
）

野　

澤　

京　

子	

（
広
丘
３
班
）

小　

澤　

一　

夫	

（
高
出
１
班
）

竹　

野　

千　

里	

（
高
出
１
班
）

上　

田　

哲　

也	

（
高
出
２
班
）

久
保
田　

清　

志	

（
宗
賀
２
班
）

久　

保　

喜
美
子	

（
大
門
１
班
）

塩　

原　

勇　

司	

（
大
門
３
班
）

原　
　
　

明　

美	

（
大
門
３
班
）

中　

島　

憲　

子	

（
塩
尻
東
３
班
）

古　

田　

和　

彦	

（
塩
尻
東
３
班
）

古　

田　

む
つ
み	

（
塩
尻
東
３
班
）

竹　

内　

泰　

斗	

（
広
丘
２
班
）

髙　

木　

幸　

男	

（
広
丘
３
班
）

作　

道　

宏　

子	

（
高
出
１
班
）

山　

下　

ケ
エ
子	

（
宗
賀
１
班
）

青　

木　

清　

子	

（
楢
川
班
）

大　

槻　

よ
し
み	

（
朝
日
班
）

小　

林　

金　

光	

（
朝
日
班
）

柳　
　
　
　
　

博 

様
（
高
出
１
班
）

中　

山　

良　

雄 

様
（
広
丘
１
班
）

編
集
後
記

お
知
ら
せ

人
事
異
動

郵
送
物
に
つ
い
て

就
任
挨
拶

退
会
さ
れ
た
方

お
疲
れ
様
で
し
た

新
し
い
仲
間
で
す

令
和
7
年
12
月
19
日
～

�
令
和
8
年
3
月
18
日
ま
で
に
入
会
さ
れ
た
皆
さ
ん

会
員
委
託
料（
配
分
金
）の
振
込
日
に
つ
い
て

会
費
納
入
に
つ
い
て

退
　
職
　
　
３
月
31
日
付

�

長　

澤　

卓　

彦

�

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

採
　
用
　
　
４
月
１
日
付

　
　

派
遣
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

�

川　

村　
　
　

豊

第
16
回
定
時
総
会
開
催
の
お
知
ら
せ

　

日　

時　

5
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　

午
後
1
時
30
分
～

　

場　

所　
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
講
堂

〇
是
非
、
ご
出
席
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

お
悔
み
心
か
ら
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
す


